
参
加
者
募
集

お
申
し
込
み
は
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
へ

 

（
所
属
倶
楽
部
名
・
年
齢
要
）

◎
参
加
者
募
集
一
覧

主　

催

２
月

６
日 

㈰

９
日 

㈬

22
日 

㈫

24
日 

㈭

３
月

18
日 

㈮

25
日 

㈮

25
日 

㈮

30
日 

㈬

４
月

11
日 

㈪

蕎
麦
打
ち
体
験
と
試
食
会

新
紙
幣
の
顔 

渋
沢
栄
一
生
誕
の
地「
論
語
の
里
」を
訪
ね
て

健
康
ボ
ウ
リ
ン
グ

菜
の
花
の
浜
離
宮
と
隅
田
川
遊
覧 

（
中
止
）

歌
舞
伎
座
観
劇
会
（
第
６
回
）

武
蔵
の
国
一
宮
氷
川
の
杜
「
観
桜
会
」

テ
ニ
ス
同
好
会
共
催
お
花
見
会

春
爛
漫
の
武
蔵
国
府
府
中
ま
る
ご
と
巡
り

常
磐
倶
楽
部
20
周
年
記
念
新
年
会 

（
中
止
）

北
関
東
倶
楽
部
２
０
２
２
年
度
通
常
総
会

な
ん
た
い

さ
き
た
ま

京　

葉

東
京
２
３

東
京
２
３

さ
き
た
ま

な
ん
た
い

武
蔵
野

常　

磐

北
関
東

実
施
日

内　
　
　
　

容

　

お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
へ
。

き
ゅ
う
り
ん

お
お

く
に

た
ま

そ
う

 

武
蔵
の
国
一
宮
氷
川
の
杜
「
観
桜
会
」

　

千
本
桜
が
咲
き
乱
れ
る
お
花
見
の
名

所
大
宮
公
園
で
、
３
年
ぶ
り
に
お
花
見

会
を
開
催
し
ま
す
。
桜
を
愛
で
な
が
ら

語
ら
い
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。

期
日　

３
月
25
日
㈮　

開
宴
12
時
30
分

場
所　

大
宮
公
園
護
国
神
社
石
鳥
居
前

　
　
　

の
公
園
内　

会
費　

２
０
０
０
円
（
お
に
ぎ
り
・
お

つ
ま
み
等
食
べ
物
・
飲
み
物
込
）

主
催　

さ
き
た
ま
倶
楽
部

担
当　

会
田　

三
重
子

　
　

☎
０
４
８
（
７
５
７
）
４
９
３
０

 

春
爛
漫
の
武
蔵
国
府府中

ま
る
ご
と
巡
り

　

か
つ
て
武
蔵
国
の
国
府
が
置
か
れ
た

府
中
を
じ
っ
く
り
と
探
訪
し
ま
す
。

　

玉
川
上
水
の
工
事
失
敗
の
逸
話
が
残

る
『
か
な
し
い
坂
』
を
下
り
、
東
郷
元

帥
ゆ
か
り
の
東
郷
寺
へ
。
映
画
『
羅
生

門
』
に
登
場
す
る
門
の
モ
デ
ル
と
な
っ

た
山
門
や
枝
垂
桜
の
大
木
が
見
ど
こ
ろ
。

　

続
い
て
、
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
創
業
者
、

石
橋
家
の
別
荘
鳩
林
荘
、
創
建
は
１
９

０
０
年
前
と
言
わ
れ
る
武
蔵
国
の
総
社
、

大
國
魂
神
社
や
、
周
辺
の
武
蔵
国
府
関

連
遺
跡
を
巡
り
ま
す
。
春
の
散
策
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。
昼
食
場
所
は
検
討
中
。

期
日　

３
月
30
日
㈬

集
合　

京
王
線
多
磨
霊
園
駅

　
　
　

９
時
30
分

行
程　

多
磨
霊
園
駅　

東
郷
寺　

瀧
神

社　

鳩
林
荘　

武
蔵
国
府
八
幡

宮　

多
摩
寺
跡　

大
國
魂
神
社

　

国
司
館
地
区　

ふ
る
さ
と
府

中
歴
史
館　

国
衛
地
区　

明
治

天
皇
行
在
所
跡　

馬
場
大
門
欅

並
木　

府
中
駅

会
費　

３
９
０
０
円
（
イ
ヤ
ホ
ン
ガ
イ

ド
・
昼
食
・
保
険
込
）

締
切　

３
月
23
日
㈬

主
催　

武
蔵
野
倶
楽
部

担
当　

小
川　

元

　

☎
０
９
０
（
２
４
８
５
）
９
４
６
９

 

北
関
東
倶
楽
部２０

２
２
年
度
通
常
総
会

　

一
昨
年
、
昨
年
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
蔓
延
に
よ
り
緊
急
事
態
宣
言
の

発
出
で
感
染
防
止
と
安
全
確
保
の
た
め
、

倶
楽
部
総
会
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
収
束
に
は
至
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
総
会
の
開
催
準
備
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
北
関
東
倶
楽
部

の
会
員
の
皆
様
に
は
、
別
途
往
復
ハ
ガ

キ
に
て
、
詳
細
の
ご
連
絡
と
出
欠
の
確

認
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
感
染
症

の
状
況
に
よ
り
延
期
、
中
止
も
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
取
り
あ
え
ず
開
催
予
定
で

あ
る
こ
と
を
ご
連
絡
申
し
上
げ
ま
す
。

日
時　

４
月
11
日
㈪

会
場　

高
崎
市
内
（
未
定
）

主
催　

北
関
東
倶
楽
部

担
当　

落
合　

守
夫

　

☎
０
９
０
（
２
６
４
３
）
５
７
５
６

 

第
１
０
０
回
記
念
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

と
き
わ
路
倶
楽
部
（
募
集
）

期
日　

３
月
４
日
㈮

場
所　

富
士
カ
ン
ト
リ
ー
笠
間
倶
楽
部

集
合　

８
時
20
分

ス
タ
ー
ト　

８
時
52
分

募
集　

５
組
20
名

費
用　

プ
レ
ー
費　

５
０
９
０
円

　
　
　
（
総
額　

１
０
０
回
記
念
の
豪

華
賞
品
多
数
）

　
　
　

参
加
費　
　

１
０
０
０
円

締
切　

２
月
20
日
㈰

担
当　

池
田　

勇

　

☎
０
９
０
（
２
６
７
０
）
９
６
６
３

 

第
51
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

北
関
東
倶
楽
部
（
募
集
）

期
日　

３
月
８
日
㈫

場
所　

甘
楽
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

集
合　

８
時

ス
タ
ー
ト　

８
時
44
分

募
集　

４
組
16
名

費
用　

プ
レ
ー
費　

６
４
９
０
円

　
　
　
（
諸
税
・
昼
食
込
）

　
　
　

参
加
費　
　

２
０
０
０
円

締
切　

２
月
28
日
㈪

担
当　

須
田　

孝
仁

　

☎
０
９
０
（
１
５
５
４
）
４
４
４
０

 

な
ん
た
い
倶
楽
部
・
さ
き
た
ま
倶
楽
部

合
同
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
（
募
集
）

期
日　

３
月
16
日
㈬

場
所　

皐
月
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

　
　
　

鹿
沼
コ
ー
ス

集
合　

８
時

ス
タ
ー
ト　

８
時
47
分

募
集　

５
組
20
名

費
用　

プ
レ
ー
費　

７
０
０
０
円
予
定

　
　
　
（
昼
食
・
パ
ー
テ
ィ
ー
代
込
）

　
　
　

参
加
費　

男
性
１
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　

女
性
１
０
０
０
円

締
切　

３
月
７
日
㈪

担
当　

百
戸　

正
行
（
な
ん
た
い
）

　

☎
０
９
０
（
６
５
１
５
）
０
６
７
２

　
　
　

小
林　

成
夫
（
さ
き
た
ま
）

　

☎
０
９
０
（
６
１
９
６
）
１
５
４
７

＊
競
技
ル
ー
ル
は
新
ペ
リ
ア
方
式
。

 

第
75
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

常
磐
倶
楽
部
（
募
集
）

期
日　

３
月
28
日
㈪

場
所　

霞
台
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
　
　

筑
波
コ
ー
ス

集
合　

８
時
５
分

ス
タ
ー
ト　

８
時
45
分

募
集　

８
組
32
名

費
用　

プ
レ
ー
費　

８
７
２
０
円

　
　
　
（
諸
税
・
昼
食
込　

免
税
あ
り
）

　
　
　

参
加
費　
　

２
０
０
０
円

　
　
　
（
賞
品
・
そ
の
他
込
）

締
切　

３
月
７
日
㈪

担
当　

斉
藤　

弥
一

　
　

☎
０
４
（
７
１
０
７
）
２
５
０
８

　
　
　

西
袋　

哲
也

　
　

☎
０
４
（
７
１
２
４
）
２
２
６
０
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第
97
回
ゴ
ル
フ
会
（
報
告
）

　

12
月
７
日
、
上
野
原
市
の
レ
イ
ク
相

模
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
て
、
17
名
の

参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

雨
予
報
の
天
候
で
し
た
が
、
何
と
か

降
ら
れ
ず
に
終
了
。
今
回
も
新
ぺ
リ
ア

方
式
で
競
技
を
行
い
ま
し
た
が
、
武
蔵

野
倶
楽
部
の
実
力
者
、
山
田
武
久
さ
ん

が
見
事
優
勝
！

　

成
績
は
次
の
と
お
り
。　
　

Ｇ
Ｈ
Ｎ

優　

勝　

山
田　

武
久
さ
ん　

98
24
74

準
優
勝　

松
尾　

博
臣
さ
ん　

103
28.8
74.2

３　

位　

斎　
　

典
郎
さ
ん　

94
19.2
74.8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
澤　

記
）

 

美
し
い
自
然
の
中
で
皆
さ
ん
も

ス
キ
ー
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
！

　

ス
キ
ー
の
楽
し
さ
は
、
美
し
い
自
然

と
一
体
に
な
る
こ
と
で
す
。
雪
が
降
っ

　

成
績
は
次
の
と
お
り
。　
　

Ｇ
Ｈ
Ｎ

優　

勝　

石
島　

恵
子
さ
ん　

90
25
65

準
優
勝　

根
岸　

慧
人
さ
ん　

90
18
72

３　

位　

小
針　
　

務
さ
ん　

83
9
74

Ｂ　

Ｇ　

小
針　
　

務
さ
ん　

83

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
池
田　

記
）

 

第
50
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
（
報
告
）

　

12
月
14
日
、
緑
野
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
に
て
、
11
名
の
参
加
で
開
催
し
ま
し

た
。
こ
の
２
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
開
催
を
自
粛
し
、
メ
ン
バ

ー
と
は
１
年
半
ぶ
り
の
再
会
で
し
た
。

　

寒
い
日
に
な
る
と
の
予
報
で
し
た
が
、

幸
い
風
も
な
く
暖
か
な
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
で
、
参
加
者
の
実
力
が
発
揮
さ
れ
た

コ
ン
ペ
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
自

主
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
成
果
か
、
好
プ
レ

ー
珍
プ
レ
ー
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
、

笑
顔
の
絶
え
な
い
一
日
で
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
。　
　

Ｇ
Ｈ
Ｎ

優　

勝　

菊
池　
　

謙
さ
ん　

86
15.6
70.4

準
優
勝　

野
口
正
太
郎
さ
ん　

87
14.4
72.6

３　

位　

金
子　

真
也
さ
ん　

93
19.2
73.8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
須
田　

記
）

た
翌
朝
、
青
空
を
バ
ッ
ク
に
キ
ラ
キ
ラ

舞
う
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ダ
ス
ト
は
、
前
夜

が
冷
え
込
ん
だ
証
で
、
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ

ー
を
滑
る
楽
し
い
ス
キ
ー
を
約
束
し
て

く
れ
て
い
て
、
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。

　

志
賀
高
原
や
北
海
道
ル
ス
ツ
の
ス
キ

ー
場
は
、
整
備
さ
れ
た
中
級
レ
ベ
ル
の

ゲ
レ
ン
デ
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
毎
回
楽

し
め
ま
す
。
日
本
ア
ル
プ
ス
や
洞
爺
湖

な
ど
雄
大
な
景
観
も
遠
望
で
き
ま
す
。

　

シ
ニ
ア
ス
キ
ー
ヤ
ー
は
結
構
多
く
、

休
憩
時
に
派
手
な
ウ
エ
ア
の
連
中
が
ヘ

ル
メ
ッ
ト
や
ゴ
ー
グ
ル
を
取
っ
た
ら
、

白
髪
や
禿
頭
の
ジ
ジ
バ
バ
だ
ら
け
の
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
ス
キ
ー
が
シ
ニ
ア
の

健
康
を
支
え
て
い
る
と
実
感
し
ま
す
。

　

最
近
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
推
奨
さ

れ
、
ケ
ガ
防
止
に
役
立
ち
、
ま
た
ス
キ

ー
板
や
留
め
具
、
靴
な
ど
の
進
化
で
安

全
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昔
取
っ
た
杵
柄
、
白
銀
の
世
界
で
ま

た
ス
キ
ー
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

世
話
人　

片
山　

郁
夫

　
　

☎
０
３
（
３
９
０
９
）
２
６
３
３

　

会
員
の
相
互
交
流
を
図
る
目
的
で
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
上
に
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
の
グ

ル
ー
プ
を
作
り
ま
し
た
。
誰
で
も
書
き

込
め
る
通
常
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
と
は

違
い
、
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
本
部
事
務
局
で
参
加

者
の
承
認
を
行
い
ま
す
の
で
、
安
心
し

て
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

 

12
の
交
流
グ
ル
ー
プ

　

美
術
、
文
学
、
手
芸
、
写
真
、
園
芸
、

ペ
ッ
ト
、
世
界
遺
産
、
ス
ポ
ー
ツ
、
ド

ラ
イ
ブ
＆
バ
イ
ク
、
パ
ソ
コ
ン
＆
ス
マ

ホ
＆
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
い
っ
た
、
同
じ
趣
味
の

方
々
の
グ
ル
ー
プ
と
、
誰
で
も
参
加
で

き
る
談
話
ク
ラ
ブ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ト
ラ

ベ
ル
応
援
団
の
12
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
り

ま
す
。

　

ス
マ
ホ
で
写
真
を
撮
り
簡
単
な
文
章

を
書
い
て
投
稿
し
た
り
、
メ
ン
バ
ー
の

投
稿
へ｢

い
い
ね｣

ま
た
は｢

コ
メ
ン

ト｣

を
書
き
込
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
を
卒
業
し

た
後
、
途
絶
え
が
ち
だ
っ
た
全
国
の
同

期
・
先
輩
・
後
輩
の
皆
さ
ん
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
劇
的
に
復
活
し
ま

す
。
楽
し
い
で
す
よ
。

 

参
加
方
法

①
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開

く
（https://jtbob.com

/

）。

　

パ
ソ
コ
ン
画
面
右
側
（
ス
マ
ホ
は
下

部
）
に
あ
る
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
ロ

ゴ
を
ク
リ
ッ
ク
。

②
グ
ル
ー
プ
一
覧
の
中
か
ら
希
望
の
グ

ル
ー
プ
を
選
び「
グ
ル
ー
プ
に
参
加
」

を
ク
リ
ッ
ク
。

③
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
の
チ
ェ
ッ
ク
（
Ｊ

Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
の
全
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
ま

た
は
現
役
社
員
の
確
認
）
後
、
承
認

さ
れ
る
と
利
用
開
始
。

 

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
が
初
め
て
の
方

　

グ
ル
ー
プ
へ
の
参
加
申
し
込
み
を
行

っ
た
際
に
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
個
人

ア
カ
ウ
ン
ト
を
お
持
ち
で
な
い
方
に
は

「
新
規
ア
カ
ウ
ン
ト
作
成
」
の
画
面
が

出
ま
す
の
で
、
指
示
に
従
い
登
録
を
お

願
い
し
ま
す
。
登
録
は
簡
単
で
す
。

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
お
友
達
を

お
誘
い
く
だ
さ
い

　

既
に
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
グ
ル
ー
プ

に
参
加
済
み
の
方
は
、
ご
自
分
の
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
に
登
録
済
の
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル

ー
プ
の
お
友
達
を
ご
招
待
く
だ
さ
い
。

｢

＋
招
待
す
る｣

を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と

招
待
で
き
ま
す
。　

　

Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
員
相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
促
進
に
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

も
い
て
、
皆
さ
ん
く
つ
ろ
い
だ
時
を
過

ご
し
ま
し
た
。
腹
ご
し
ら
え
の
後
は
、

鳩
ノ
巣
大
橋
、
寸
庭
橋
を
経
て
古
里
駅

へ
。
次
回
の
再
会
を
約
し
て
の
解
散
と

な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
当
日
の
フ
ォ
ト
日
記
を
関
東

支
部
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ご
笑

覧
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
（
山
田　

記
）

 

第
１
１
９
回
な
ん
た
い
杯
ゴ
ル
フ（
報
告
）

　

11
月
17
日
、
Ｇ
７
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽

部
に
て
、
11
名
の
参
加
で
開
催
し
ま
し

た
。
青
空
と
紅
葉
が
眩
し
い
程
の
晴
天

の
下
、
広
々
と
し
た
コ
ー
ス
で
、
充
実

し
た
楽
し
い
コ
ン
ペ
が
で
き
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
。　
　

Ｇ
Ｈ
Ｎ

優　

勝　

川
田　

和
夫
さ
ん　

89
12
77

準
優
勝　

栁
田　

満
一
さ
ん　

107
29
78

３　

位　

森　
　

洋
子
さ
ん　

101
22
79

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
船
山　

記
）

 

忘
年
懇
親
会
（
報
告
）

　

12
月
４
日
、
栃
木
県
庁
15
階
ダ
イ
ニ

ン
グ
十
五
家
に
て
２
年
ぶ
り
の
忘
年
会
。

十
分
な
コ
ロ
ナ
対
策
を
講
じ
て
、
常
識

 
秋
色
に
染
ま
る

鳩
ノ
巣
渓
谷
と
白
丸
湖
散
策（
報
告
）

　

秋
晴
れ
の
11
月
17
日
、
Ｊ
Ｒ
青
梅
線

白
丸
駅
に
集
合
し
た
18
名
は
、
ま
ず
白

丸
湖
へ
。
最
初
の
数
馬
峡
橋
で
は
、
青

空
を
映
し
て
輝
く
湖
面
や
色
づ
い
た

樹
々
の
美
し
さ
を
堪
能
し
ま
し
た
。
湖

畔
の
遊
歩
道
を
40
分
程
進
み
白
丸
ダ
ム

に
到
着
。
こ
こ
で
は
ダ
ム
の
出
現
で
川

を
遡
上
で
き
な
く
な
っ
た
魚
達
の
た
め

に
造
ら
れ
た
魚
道
を
見
学
。
深
さ
27
ｍ

の
螺
旋
階
段
を
下
り
て
、
ダ
ム
下
の
ト

ン
ネ
ル
魚
道
を
見
る
体
験
は
、
ス
リ
ル

溢
れ
る
も
の
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
河
原
に
下
り
て
鳩
ノ
巣
渓

谷
に
向
か
い
歩
く
こ
と
約
１
時
間
。
勢

い
よ
く
流
れ
る
清
流
に
沿
っ
た
岩
場
の

道
は
か
な
り
の
難
所
で
し
た
が
、
紅
葉

に
染
ま
る
鳩
ノ
巣
小
橋
が
見
え
た
時
に

は
、
一
幅
の
絵
画
を
見
る
思
い
で
し
た
。

　

途
中
参
加
の
１
名
が
加
わ
り
、
民
宿

の
広
間
に
て
昼
食
。
地
酒
を
楽
し
む
方

あ
る
大
人
の
和
気
藹
々
と
し
た
楽
し
い

昼
食
懇
親
会
が
で
き
ま
し
た
。

　

自
粛
生
活
が
続
く
中
、
久
し
ぶ
り
に

懐
か
し
い
仲
間
30
名
の
元
気
な
お
顔
に

出
会
え
、
各
テ
ー
ブ
ル
は
い
ろ
い
ろ
な

話
題
で
話
も
笑
顔
も
弾
ん
で
い
ま
し
た
。

開
催
で
き
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。「
来
年
は
ま
た
い
つ
も
の

よ
う
に
、
な
ん
た
い
倶
楽
部
の
行
事
で

会
い
ま
し
ょ
う
」
と
、
名
残
惜
し
く
散

会
し
ま
し
た
。　
　
　
　
（
船
山　

記
）

 

第
１
２
０
回
な
ん
た
い
杯
ゴ
ル
フ（
報
告
）

　

12
月
15
日
、
イ
ー
ス
ト
ウ
ッ
ド
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
て
、
11
名
の
参
加
で
、

１
２
０
回
記
念
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
も
晴
天
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
常

日
頃
の
行
い
の
賜
物
と
感
謝
で
す
。
こ

の
年
３
回
目
の
優
勝
と
な
っ
た
林
さ
ん

は
「
楽
し
い
一
年
で
し
た
」
と
の
こ
と
。

メ
ン
バ
ー
全
員
も
同
意
見
で
、
今
年
も

ま
た
楽
し
い
コ
ン
ペ
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
。　
　

Ｇ
Ｈ
Ｎ

優　

勝　

林　
　
　

守
さ
ん　

90
13
77

準
優
勝　

野
口
正
太
郎
さ
ん　

87
10
77

３　

位　

内
田　

久
雄
さ
ん　

99
22
77

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
船
山　

記
）

 

第
74
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
（
報
告
）

　

11
月
29
日
、
霞
台
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
筑
波
コ
ー
ス
に
て
、
他
倶
楽
部
も
含

め
18
名
の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。
小

春
日
和
で
暖
か
な
秋
晴
れ
の
一
日
で
、

最
高
の
ゴ
ル
フ
日
和
と
な
り
ま
し
た
。

　

表
彰
式
も
和
や
か
に
終
わ
り
、
幸
運

に
も
飛
び
賞
で
キ
ャ
デ
ィ
ー
バ
ッ
グ
を

獲
得
し
た
加
藤
不
二
男
さ
ん
を
は
じ
め
、

全
員
当
倶
楽
部
恒
例
の
参
加
賞
、
紅
は

る
か
を
お
土
産
に
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
。　
　

Ｇ
Ｈ
Ｎ

優　

勝　

野
沢　

俊
昭
さ
ん　

88
15.6
72.4

準
優
勝　

新
倉　

武
一
さ
ん　

102
28.8
73.2

３　

位　

井
内　

貴
明
さ
ん　

101
25.2
75.8

Ｂ　

Ｇ　

野
沢　

俊
昭
さ
ん　

88

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
西
袋　

記
）

 

第
97
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
（
報
告
）

　

12
月
３
日
、
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
て
、
18
名
の
参
加
で

開
催
し
ま
し
た
。
師
走
に
し
て
は
暖
か

く
穏
や
か
な
天
候
に
恵
ま
れ
、Ｈ
Ｃ
方

式
で
競
い
ま
し
た
。
今
回
は
女
性
の
優

勝
、
ベ
テ
ラ
ン
の
Ｏ
Ｂ
も
お
手
上
げ
。

賞
品
は
常
陸
太
田
産
の
高
級
納
豆
詰
め

合
わ
せ
！　

高
評
判
で
し
た
。
師
走
の

一
日
を
満
喫
し
て
帰
宅
し
ま
し
た
。

武
蔵
野
倶
楽
部

な
ん
た
い
倶
楽
部

常

磐

倶

楽

部

と
き
わ
路
倶
楽
部

鳩ノ巣渓谷にて

第362号 （2）



ス
キ
ー
好
き
ー
ク
ラ
ブ

 

第
97
回
ゴ
ル
フ
会
（
報
告
）

　

12
月
７
日
、
上
野
原
市
の
レ
イ
ク
相

模
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
て
、
17
名
の

参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

雨
予
報
の
天
候
で
し
た
が
、
何
と
か

降
ら
れ
ず
に
終
了
。
今
回
も
新
ぺ
リ
ア

方
式
で
競
技
を
行
い
ま
し
た
が
、
武
蔵

野
倶
楽
部
の
実
力
者
、
山
田
武
久
さ
ん

が
見
事
優
勝
！

　

成
績
は
次
の
と
お
り
。　
　

Ｇ
Ｈ
Ｎ

優　

勝　

山
田　

武
久
さ
ん　

98
24
74

準
優
勝　

松
尾　

博
臣
さ
ん　

103
28.8
74.2

３　

位　

斎　
　

典
郎
さ
ん　

94
19.2
74.8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
澤　

記
）

 

美
し
い
自
然
の
中
で
皆
さ
ん
も

ス
キ
ー
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
！

　

ス
キ
ー
の
楽
し
さ
は
、
美
し
い
自
然

と
一
体
に
な
る
こ
と
で
す
。
雪
が
降
っ

　

成
績
は
次
の
と
お
り
。　
　

Ｇ
Ｈ
Ｎ

優　

勝　

石
島　

恵
子
さ
ん　

90
25
65

準
優
勝　

根
岸　

慧
人
さ
ん　

90
18
72

３　

位　

小
針　
　

務
さ
ん　

83
9
74

Ｂ　

Ｇ　

小
針　
　

務
さ
ん　

83

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
池
田　

記
）

 

第
50
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
（
報
告
）

　

12
月
14
日
、
緑
野
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
に
て
、
11
名
の
参
加
で
開
催
し
ま
し

た
。
こ
の
２
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
開
催
を
自
粛
し
、
メ
ン
バ

ー
と
は
１
年
半
ぶ
り
の
再
会
で
し
た
。

　

寒
い
日
に
な
る
と
の
予
報
で
し
た
が
、

幸
い
風
も
な
く
暖
か
な
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
で
、
参
加
者
の
実
力
が
発
揮
さ
れ
た

コ
ン
ペ
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
自

主
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
成
果
か
、
好
プ
レ

ー
珍
プ
レ
ー
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
、

笑
顔
の
絶
え
な
い
一
日
で
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
。　
　

Ｇ
Ｈ
Ｎ

優　

勝　

菊
池　
　

謙
さ
ん　

86
15.6
70.4

準
優
勝　

野
口
正
太
郎
さ
ん　

87
14.4
72.6

３　

位　

金
子　

真
也
さ
ん　

93
19.2
73.8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
須
田　

記
）

た
翌
朝
、
青
空
を
バ
ッ
ク
に
キ
ラ
キ
ラ

舞
う
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ダ
ス
ト
は
、
前
夜

が
冷
え
込
ん
だ
証
で
、
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ

ー
を
滑
る
楽
し
い
ス
キ
ー
を
約
束
し
て

く
れ
て
い
て
、
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。

　

志
賀
高
原
や
北
海
道
ル
ス
ツ
の
ス
キ

ー
場
は
、
整
備
さ
れ
た
中
級
レ
ベ
ル
の

ゲ
レ
ン
デ
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
毎
回
楽

し
め
ま
す
。
日
本
ア
ル
プ
ス
や
洞
爺
湖

な
ど
雄
大
な
景
観
も
遠
望
で
き
ま
す
。

　

シ
ニ
ア
ス
キ
ー
ヤ
ー
は
結
構
多
く
、

休
憩
時
に
派
手
な
ウ
エ
ア
の
連
中
が
ヘ

ル
メ
ッ
ト
や
ゴ
ー
グ
ル
を
取
っ
た
ら
、

白
髪
や
禿
頭
の
ジ
ジ
バ
バ
だ
ら
け
の
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
ス
キ
ー
が
シ
ニ
ア
の

健
康
を
支
え
て
い
る
と
実
感
し
ま
す
。

　

最
近
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
推
奨
さ

れ
、
ケ
ガ
防
止
に
役
立
ち
、
ま
た
ス
キ

ー
板
や
留
め
具
、
靴
な
ど
の
進
化
で
安

全
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昔
取
っ
た
杵
柄
、
白
銀
の
世
界
で
ま

た
ス
キ
ー
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

世
話
人　

片
山　

郁
夫

　
　

☎
０
３
（
３
９
０
９
）
２
６
３
３

　

会
員
の
相
互
交
流
を
図
る
目
的
で
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
上
に
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
の
グ

ル
ー
プ
を
作
り
ま
し
た
。
誰
で
も
書
き

込
め
る
通
常
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
と
は

違
い
、
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
本
部
事
務
局
で
参
加

者
の
承
認
を
行
い
ま
す
の
で
、
安
心
し

て
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

 

12
の
交
流
グ
ル
ー
プ

　

美
術
、
文
学
、
手
芸
、
写
真
、
園
芸
、

ペ
ッ
ト
、
世
界
遺
産
、
ス
ポ
ー
ツ
、
ド

ラ
イ
ブ
＆
バ
イ
ク
、
パ
ソ
コ
ン
＆
ス
マ

ホ
＆
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
い
っ
た
、
同
じ
趣
味
の

方
々
の
グ
ル
ー
プ
と
、
誰
で
も
参
加
で

き
る
談
話
ク
ラ
ブ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ト
ラ

ベ
ル
応
援
団
の
12
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
り

ま
す
。

　

ス
マ
ホ
で
写
真
を
撮
り
簡
単
な
文
章

を
書
い
て
投
稿
し
た
り
、
メ
ン
バ
ー
の

投
稿
へ｢

い
い
ね｣

ま
た
は｢

コ
メ
ン

ト｣

を
書
き
込
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
を
卒
業
し

た
後
、
途
絶
え
が
ち
だ
っ
た
全
国
の
同

期
・
先
輩
・
後
輩
の
皆
さ
ん
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
劇
的
に
復
活
し
ま

す
。
楽
し
い
で
す
よ
。

 

参
加
方
法

①
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開

く
（https://jtbob.com

/

）。

　

パ
ソ
コ
ン
画
面
右
側
（
ス
マ
ホ
は
下

部
）
に
あ
る
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
ロ

ゴ
を
ク
リ
ッ
ク
。

②
グ
ル
ー
プ
一
覧
の
中
か
ら
希
望
の
グ

ル
ー
プ
を
選
び「
グ
ル
ー
プ
に
参
加
」

を
ク
リ
ッ
ク
。

③
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
の
チ
ェ
ッ
ク
（
Ｊ

Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
の
全
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
ま

た
は
現
役
社
員
の
確
認
）
後
、
承
認

さ
れ
る
と
利
用
開
始
。

 

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
が
初
め
て
の
方

　

グ
ル
ー
プ
へ
の
参
加
申
し
込
み
を
行

っ
た
際
に
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
個
人

ア
カ
ウ
ン
ト
を
お
持
ち
で
な
い
方
に
は

「
新
規
ア
カ
ウ
ン
ト
作
成
」
の
画
面
が

出
ま
す
の
で
、
指
示
に
従
い
登
録
を
お

願
い
し
ま
す
。
登
録
は
簡
単
で
す
。

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
お
友
達
を

お
誘
い
く
だ
さ
い

　

既
に
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
グ
ル
ー
プ

に
参
加
済
み
の
方
は
、
ご
自
分
の
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
に
登
録
済
の
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル

ー
プ
の
お
友
達
を
ご
招
待
く
だ
さ
い
。

｢

＋
招
待
す
る｣

を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と

招
待
で
き
ま
す
。　

　

Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
員
相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
促
進
に
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

湘

南

倶

楽

部

北
関
東
倶
楽
部

寺小屋林間コース-新雪の朝

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で

交
流
し
ま
し
ょ
う
‼

も
い
て
、
皆
さ
ん
く
つ
ろ
い
だ
時
を
過

ご
し
ま
し
た
。
腹
ご
し
ら
え
の
後
は
、

鳩
ノ
巣
大
橋
、
寸
庭
橋
を
経
て
古
里
駅

へ
。
次
回
の
再
会
を
約
し
て
の
解
散
と

な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
当
日
の
フ
ォ
ト
日
記
を
関
東

支
部
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ご
笑

覧
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
（
山
田　

記
）

 

第
１
１
９
回
な
ん
た
い
杯
ゴ
ル
フ（
報
告
）

　

11
月
17
日
、
Ｇ
７
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽

部
に
て
、
11
名
の
参
加
で
開
催
し
ま
し

た
。
青
空
と
紅
葉
が
眩
し
い
程
の
晴
天

の
下
、
広
々
と
し
た
コ
ー
ス
で
、
充
実

し
た
楽
し
い
コ
ン
ペ
が
で
き
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
。　
　

Ｇ
Ｈ
Ｎ

優　

勝　

川
田　

和
夫
さ
ん　

89
12
77

準
優
勝　

栁
田　

満
一
さ
ん　

107
29
78

３　

位　

森　
　

洋
子
さ
ん　

101
22
79

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
船
山　

記
）

 

忘
年
懇
親
会
（
報
告
）

　

12
月
４
日
、
栃
木
県
庁
15
階
ダ
イ
ニ

ン
グ
十
五
家
に
て
２
年
ぶ
り
の
忘
年
会
。

十
分
な
コ
ロ
ナ
対
策
を
講
じ
て
、
常
識

 

秋
色
に
染
ま
る

鳩
ノ
巣
渓
谷
と
白
丸
湖
散
策（
報
告
）

　

秋
晴
れ
の
11
月
17
日
、
Ｊ
Ｒ
青
梅
線

白
丸
駅
に
集
合
し
た
18
名
は
、
ま
ず
白

丸
湖
へ
。
最
初
の
数
馬
峡
橋
で
は
、
青

空
を
映
し
て
輝
く
湖
面
や
色
づ
い
た

樹
々
の
美
し
さ
を
堪
能
し
ま
し
た
。
湖

畔
の
遊
歩
道
を
40
分
程
進
み
白
丸
ダ
ム

に
到
着
。
こ
こ
で
は
ダ
ム
の
出
現
で
川

を
遡
上
で
き
な
く
な
っ
た
魚
達
の
た
め

に
造
ら
れ
た
魚
道
を
見
学
。
深
さ
27
ｍ

の
螺
旋
階
段
を
下
り
て
、
ダ
ム
下
の
ト

ン
ネ
ル
魚
道
を
見
る
体
験
は
、
ス
リ
ル

溢
れ
る
も
の
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
河
原
に
下
り
て
鳩
ノ
巣
渓

谷
に
向
か
い
歩
く
こ
と
約
１
時
間
。
勢

い
よ
く
流
れ
る
清
流
に
沿
っ
た
岩
場
の

道
は
か
な
り
の
難
所
で
し
た
が
、
紅
葉

に
染
ま
る
鳩
ノ
巣
小
橋
が
見
え
た
時
に

は
、
一
幅
の
絵
画
を
見
る
思
い
で
し
た
。

　

途
中
参
加
の
１
名
が
加
わ
り
、
民
宿

の
広
間
に
て
昼
食
。
地
酒
を
楽
し
む
方

あ
る
大
人
の
和
気
藹
々
と
し
た
楽
し
い

昼
食
懇
親
会
が
で
き
ま
し
た
。

　

自
粛
生
活
が
続
く
中
、
久
し
ぶ
り
に

懐
か
し
い
仲
間
30
名
の
元
気
な
お
顔
に

出
会
え
、
各
テ
ー
ブ
ル
は
い
ろ
い
ろ
な

話
題
で
話
も
笑
顔
も
弾
ん
で
い
ま
し
た
。

開
催
で
き
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。「
来
年
は
ま
た
い
つ
も
の

よ
う
に
、
な
ん
た
い
倶
楽
部
の
行
事
で

会
い
ま
し
ょ
う
」
と
、
名
残
惜
し
く
散

会
し
ま
し
た
。　
　
　
　
（
船
山　

記
）

 

第
１
２
０
回
な
ん
た
い
杯
ゴ
ル
フ（
報
告
）

　

12
月
15
日
、
イ
ー
ス
ト
ウ
ッ
ド
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
て
、
11
名
の
参
加
で
、

１
２
０
回
記
念
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
も
晴
天
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
常

日
頃
の
行
い
の
賜
物
と
感
謝
で
す
。
こ

の
年
３
回
目
の
優
勝
と
な
っ
た
林
さ
ん

は
「
楽
し
い
一
年
で
し
た
」
と
の
こ
と
。

メ
ン
バ
ー
全
員
も
同
意
見
で
、
今
年
も

ま
た
楽
し
い
コ
ン
ペ
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
。　
　

Ｇ
Ｈ
Ｎ

優　

勝　

林　
　
　

守
さ
ん　

90
13
77

準
優
勝　

野
口
正
太
郎
さ
ん　

87
10
77

３　

位　

内
田　

久
雄
さ
ん　

99
22
77

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
船
山　

記
）

 

第
74
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
（
報
告
）

　

11
月
29
日
、
霞
台
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
筑
波
コ
ー
ス
に
て
、
他
倶
楽
部
も
含

め
18
名
の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。
小

春
日
和
で
暖
か
な
秋
晴
れ
の
一
日
で
、

最
高
の
ゴ
ル
フ
日
和
と
な
り
ま
し
た
。

　

表
彰
式
も
和
や
か
に
終
わ
り
、
幸
運

に
も
飛
び
賞
で
キ
ャ
デ
ィ
ー
バ
ッ
グ
を

獲
得
し
た
加
藤
不
二
男
さ
ん
を
は
じ
め
、

全
員
当
倶
楽
部
恒
例
の
参
加
賞
、
紅
は

る
か
を
お
土
産
に
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
。　
　

Ｇ
Ｈ
Ｎ

優　

勝　

野
沢　

俊
昭
さ
ん　

88
15.6
72.4

準
優
勝　

新
倉　

武
一
さ
ん　

102
28.8
73.2

３　

位　

井
内　

貴
明
さ
ん　

101
25.2
75.8

Ｂ　

Ｇ　

野
沢　

俊
昭
さ
ん　

88

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
西
袋　

記
）

 

第
97
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
（
報
告
）

　

12
月
３
日
、
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
て
、
18
名
の
参
加
で

開
催
し
ま
し
た
。
師
走
に
し
て
は
暖
か

く
穏
や
か
な
天
候
に
恵
ま
れ
、Ｈ
Ｃ
方

式
で
競
い
ま
し
た
。
今
回
は
女
性
の
優

勝
、
ベ
テ
ラ
ン
の
Ｏ
Ｂ
も
お
手
上
げ
。

賞
品
は
常
陸
太
田
産
の
高
級
納
豆
詰
め

合
わ
せ
！　

高
評
判
で
し
た
。
師
走
の

一
日
を
満
喫
し
て
帰
宅
し
ま
し
た
。

第362号（3）



か  

こ
う

か
ん
た
く

ひ
と  

け

す
だ
れ

 
11
月
・
12
月
の
互
選
句

　

11
月
の
題
は
「
酒
」（
〇
印
）

　

12
月
の
題
は
「
命
」（
◇
印
）

〇
独
り
酒
天
国
の
友
呼
び
出
し
て

◇
命
消
え
年
賀
欠
礼
お
ん
な
文
字

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川
政
榮

〇
献
杯
を
乾
杯
に
し
て
叱
ら
れ
る

◇
楽
し
も
う
余
命
短
し
美
酒
佳
肴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丸
木　

正
登

〇
下
戸
だ
け
ど
い
つ
も
皆
の
人
気
者

◇
泣
き
顔
も
笑
顔
も
命
あ
れ
ば
こ
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
塚　
　

実

〇
解
除
後
は
酒
に
ど
っ
ぷ
り
漬
か
り
た
い

◇
風
前
の
命
見
守
り
し
と
や
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
濃　

祥
二

〇
高
級
酒
空
瓶
捨
て
ず
麦
茶
入
れ

◇
読
め
ま
せ
ん
キ
ラ
キ
ラ
命
名
新
生
児

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
山　

信
之

〇
横
町
で
お
い
で
お
い
で
と
縄
の
れ
ん

◇
枯
れ
枝
と
思
っ
て
い
た
ら
花
が
つ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
田　

圭
子

〇
酒
す
す
る
ビ
ー
ル
は
喉
へ
流
し
込
む

◇
授
か
っ
た
尊
き
命
全
う
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
井　

春
雄

◇
命
が
け
守
っ
て
く
れ
た
父
母
の
愛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田　

秀
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
手
塚　

記
）

 

11
月
・
12
月
の
互
選
句

　

11
月
の
兼
題「
落
ち
葉・自
由
」（
〇
印
）

　

12
月
の
兼
題「
寒
風
・
自
由
」（
◇
印
）

〇
踏
み
し
め
る
土
の
湿
り
や
冬
初
め

◇
湯
豆
腐
や
今
宵
傘
寿
の
前
祝
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
庭　

英
雄

〇
誰
も
み
ぬ
路
傍
に
凛
と
冬
の
草

◇
寒
風
に
帽
子
取
ら
れ
て
丸
坊
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
木　

茂
子

〇
落
葉
し
て
百
樹
の
幹
の
靜
か
な
り

◇
寒
柝
の
次
の
一
打
の
遠
く
聞
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
宮　

澄
子

〇
武
蔵
野
の
野
菊
を
揺
ら
し
渡
る
風

◇
ぽ
つ
ね
ん
と
雑
炊
啜
る
夕
べ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

勝
彦

〇
ひ
と
つ
づ
つ
自
分
の
顔
し
て
散
る
落
葉

◇
冬
の
日
や
余
さ
ず
浴
び
る
柿
簾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

富
岡　

遊
生

〇
窓
際
に
ミ
ニ
盆
栽
の
紅
葉
置
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

行
川　

春
枝

◇
風
も
な
く
落
葉
一
枚
肩
の
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　

君
子

　

私
は
４
年
前
に
、
小
田
原
湯
本
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
を
退
職
し
、
年
金
生
活

者
と
な
り
ま
し
た
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ
時
代
を
含

め
、
い
い
先
輩
・
同
僚
に
恵
ま
れ
た
現

役
生
活
で
し
た
。

　

Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
の
仕
事
に
専
念
で
き
る
と

思
っ
た
矢
先
、
心
臓
を
患
い
、
半
年
間

の
闘
病
生
活
を
送
り
ま
し
た
。
回
復
し

て
か
ら
は
、
リ
ハ
ビ
リ
を
兼
ね
、
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
三
昧
の
日
々
を
送
っ
て
い
ま

す
。
基
礎
疾
患
を
持
つ
身
と
し
て
は
、

コ
ロ
ナ
が
最
大
の
敵
な
の
で
、
人
気
の

な
い
所
を
歩
い
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
、
今
回
皆
様
に
ご
紹
介

し
た
い
の
は
、
地
元
小
田
原
の
「
総
構

（
そ
う
が
ま
え
）」
探
索
コ
ー
ス
で
す
。

「
総
構
」
と
は
、
小
田
原
北
条
氏
が
豊

臣
秀
吉
と
の
合
戦
に
備
え
、
小
田
原
城

と
そ
の
城
下
町
を
囲
っ
て
築
い
た
、
全

長
９
㎞
に
及
ぶ
大
規
模
な
堀
と
土
塁
に

よ
る
要
塞
で
す
が
、
今
は
所
々
に
そ
の

一
部
が
残
る
の
み
で
す
。
歴
史
と
自
然

が
融
合
し
た
壮
大
で
〝
映
え
る
〞
歴
史

遺
構
で
す
。
何
回
か
散
策
し
て
い
ま
す

が
、
小
田
原
駅
発
着
で
約
２
時
間
の
こ

の
コ
ー
ス
は
、
改
め
て
歴
史
を
見
直
す

良
い
き
っ
か
け
と
な
り
、
皆
様
に
も
紹

介
し
た
次
第
で
す
。

　

コ
ー
ス
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
駅
の
隣
に

昨
年
オ
ー
プ
ン
し
た
商
業
施
設
「
ミ
ナ

カ
小
田
原
」
14
階
に
あ
る
屋
上
庭
園
か

ら
の
展
望
で
す
。
右
に
真
鶴
岬
、
伊
豆

半
島
を
望
み
、
前
に
相
模
湾
、
遠
く
に

伊
豆
大
島
。
左
に
三
浦
半
島
そ
し
て
房

総
半
島
。
背
に
は
箱
根
の
山
々
、
丹
沢

山
が
一
望
で
き
て
、
足
湯
も
あ
り
ま
す
。

駅
連
絡
の
３
階
よ
り
14
階
直
通
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
が
あ
り
、
１
階
〜
３
階
は
西

湘
グ
ル
メ
の
名
店
が
出
店
し
、
お
土
産

も
購
入
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
小
田
原
に
お

越
し
の
際
は
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

湘
南
倶
楽
部
世
話
人
会
の
お
手
伝
い

を
し
て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
で
２
年
間

行
事
を
中
止
し
て
い
ま
す
。
早
く
収
束

し
、
今
ま
で
ど
お
り
に
行
事
を
計
画
し
、

参
加
さ
れ
る
方
々
と
の
触
れ
合
い
が
で

き
る
よ
う
、
し
っ
か
り
体
調
管
理
を
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

11
月　
　
　
　
　
　
　
　
　

敬
称
略

◆
旅
行
（
出
発
分
）◆

山
内
光
江　

加
藤
弘
朗　

林
田
武
久

近
江
幸
雄　

山
田
武
久　
会
田
三
重
子

金
政
初
美　

羽
鳥　

均　

小
倉　

勝

鳥
澤　

誠　

加
藤
俊
明　

会
田
正
之

丸
田
孝
明　

駒
場　

廣　

五
十
嵐
隆

五
十
嵐
雪
雄　

斎
藤
百
代　

山
下
芳
夫

山
場
利
雄　
市
川
佐
知
子　

勝
田　

勲

小
川
睦
美　

小
川
和
子　
清
水
多
加
子

生
方
富
治
夫　

曽
我
和
恵　

中
村
武
夫

中
村
雄
征　

中
村
圭
子　

中
島
嘉
秋

長
谷
川
順
一　

田
戸
武
子　

土
屋　

實

飛
田
洋
子　

樋
口　

弘　

尾
野
通
男

浜
名
誠
一　

富
澤
好
乃　

野
口
初
子

矢
部
和
郎　

柬
理
信
宣

◆
ナ
イ
ス
ギ
フ
ト
◆

稲
葉　

茂　
塩
野
ま
す
み　

横
井
静
夫

会
田
三
重
子　

岩
瀬
正
夫　

宮
嶋　

恂

原
田
清
孝　

五
十
嵐
隆　

佐
野
孝
雄

山
本　

巌　

酒
井
政
子　

秋
山
裕
子

小
見
山
進　

小
浜
郁
雄　

小
林
哲
二

小
林
富
子　

庄　

達
夫　

須
藤　

昇

生
沢
弘
幸　

西
山
恒
夫　

西
袋
哲
也

赤
坂
治
子　

曽
我
和
恵　
多
々
良
正
子　

滝
口
重
夫　

中
島
嘉
秋　

田
中
淑
夫

田
辺　

弘　
二
階
堂
晋
一　

浜
名
誠
一

木
次
昌
紀　

鷲
澤
典
子　
濱
野
キ
ヨ
子　

斉
藤
寛
子　

齋
藤
正
司

◆
お
せ
ち
の
鉄
人
◆

多
々
良
正
子　

宮
嶋　

恂　
橋
本
恵
美
子

山
瀬
亀
和
武　

山
本　

巌　

寺
門　

忍

小
林
成
夫　

松
本
敏
代　

水
島
邦
男

対
馬
洋
治　

大
塚
恭
子　

谷
島  

久

中
川
信
昭　

中
村
武
夫　
木
部
八
千
代

萩
原
栄
亮　

尾
野
通
男　

福
島
庸
雅

並
木　

清　

木
次
昌
紀　

鈴
木
恵
子

鈴
木
茂
芳　

池
田　

勇

 
２
０
２
２
年
度
会
費
引
き
落
と
し

　

４
月
11
日
㈪
に
ご
指
定
の
口
座
か
ら

２
０
２
２
年
度
の
会
費
５
０
０
０
円
を

口
座
振
替
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
（
口

座
変
更
手
続
き
は
終
了
し
て
い
ま
す
）。

　

お
手
数
で
す
が
、
予
め
残
高
の
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。

 

自
粛
生
活
健
康
管
理
ア
ド
バ
イ
ス

　

新
型
コ
ロ
ナ
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
蔓
延

し
始
め
、
未
だ
外
出
自
粛
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
私
達
高
齢
者
に
向
け
、
体

調
管
理
、
体
幹
強
化
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
な

ど
、
ご
自
身
の
体
験
、
ア
ド
バ
イ
ス
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
支
部
だ
よ
り
で
紹
介

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

原
稿
は
、
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
（
支
部

だ
よ
り
担
当
）
宛
に
、
郵
送
、
ま
た
は

Ｅ
メ
ー
ル
（jobob@

jtb.gr.jp

）
に
添

付
し
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

 

会
員
だ
よ
り
大
募
集
！

　

コ
ロ
ナ
禍
で
会
員
同
士
な
か
な
か
会

う
機
会
が
な
い
中
、
支
部
だ
よ
り
は
毎

月
皆
様
に
届
け
ら
れ
ま
す
。
情
報
交
換

の
場
と
し
て
、
近
況
な
ど
（
タ
イ
ト
ル

を
付
け
て
５
０
０
字
程
度
）、
写
真
を

添
え
て
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

原
稿
と
写
真
は
、
右
記
の
「
自
粛
生

活
健
康
管
理
ア
ド
バ
イ
ス
」
と
同
様
に

お
送
り
く
だ
さ
い
。

会
員
だ
よ
り

退
職
後
の
平
凡
な
日
々
と
地
元
紹
介

湘
南
　
大
塚　

謙
太

や
ぐ
る
ま（
川
柳
会
）

お

知

ら

せ

お
客
様
紹
介
運
動

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

訃
　
　
　
　
報

榎
本　

澄
子
さ
ん　
　
（
99
歳
）

　
　
　
　
　

令
和
３
年
10
月
３
日

山
田　

義
二
さ
ん　
　
（
70
歳
）

　
　
　
　

令
和
３
年
12
月
３
日

藤
巻　

七
郎
さ
ん　
　
（
83
歳
）

　
　
　
　

令
和
３
年
12
月
25
日

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
本
部
・
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）

閲
覧
コ
ー
ド

　

ユ
ー
ザ
ー
名
・
Ｐ
Ｗ
は
お
届
け
す
る

支
部
だ
よ
り
に
て
確
認
く
だ
さ
い
。

右端が筆者（真鶴半島にて）

（4）第362号


